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掲載したイベントなどは、中止、または延期する場合があります



▪
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
も
、令
和
２

年
分
の
申
告
は
で
き
る
限
り
ご
自
身
で

申
告
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定

申
告
書
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
作
成
す
る
と

便
利
で
す
。
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）で
送
信
、ま
た
は

印
刷
し
、
郵
送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
。
申

告
会
場
に
行
か
な
く
て
も
よ
く
、24
時
間
利

用
で
き
る
の
で
、大
変
便
利
で
す
。

令
和
２
年
分
確
定
申
告
と
市・県
民
税
申
告
相
談
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
予
約
制
と
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
会
場
内
の

混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年
分
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
申

告
相
談
を
例
年
と
変
更
し
て
行
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 　
▼
税
務
課
☎
23‐３
５
０
９

申
告
に
必
要
な
書
類
を
事
前
に

作
成
し
て
く
だ
さ
い

　
左
記
の
申
告
を
す
る
場
合
は
、
必
要

書
類
を
事
前
に
作
成
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
様
式
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▪
事
業
所
得（
営
業
等
所
得
・
農
業
所

得
）、不
動
産
所
得
を
申
告
す
る
方

▪
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
方

市
の
会
場
で
受
付
で
き
な
い
申

告
が
増
え
ま
す

▪
今
回
か
ら
受
付
で
き
な
い
申
告

◦
土
地・建
物・株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得

の
申
告（
収
用
、利
用
集
積
を
除
く
）

◦
申
告
分
離
課
税
選
択
の
上
場
株
式
な

ど
の
配
当
所
得
の
申
告

◦
令
和
２
年
分
以
外
の
申
告

◦
準
確
定
申
告（
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

申
告
）

◦
国
外
に
居
住
し
て
い
る
親
族
を
扶
養

親
族
と
す
る
申
告

※
こ
の
他
、青
色
申
告
、先
物
取
引
に
係

る
申
告
、太
陽
光
発
電
に
関
す
る
申

告
、仮
想
通
貨
に
関
す
る
申
告
、雑
損

控
除
の
適
用
を
受
け
る
申
告
、住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除（
初
年
度
）の
適

用
を
受
け
る
申
告
、消
費
税
の
申
告
、

贈
与
税
の
申
告
、相
続
税
の
申
告
は

例
年
通
り
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
、豊
橋
税
務
署
で
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署 

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

申
告
会
場
に
は
予
約
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い

　
申
告
会
場
で
の
３
密
を
避
け
る
た
め
、

今
回
の
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

予
約
制
を
導
入
し
、地
区
別
の
申
告
相

談
日
は
設
け
ま
せ
ん
。

　

市・県
民
税
の
申
告
は
、郵
送
で
の
提

出
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予
約
の
受
付

開
始
は
１
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
広
報
た
は
ら
１
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

な
い
方
は
、市
税
務
課
市
民
税
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 
申
告
期
間
は
令
和
３
年
２
月
16
日
火
～
３
月
15
日
月

ご注意
ください！

収支内訳書を事前作成してください
医療費控除の明細書を
事前作成してください

国税庁HP
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税制改正で、令和２年分の申告から適用される市民税・県民税の控除額などが変更されますので、
申告の際にはご注意ください。詳細は市ＨＰに掲載しますのでご確認ください。

　この他、非課税基準額の変更や、未婚のひとり親への税制上の措置および
寡婦（寡夫）控除の見直しが行われていますので、申告書を作成する際には
ご確認ください。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、政府の自粛要請を受けて中止などした文化芸術・ス
ポーツイベント（令和２年２月１日～令和３年１月３１日までに開催されたまたは開催する予定であったも
の）は、チケットの払い戻しを受けることを辞退した場合、その金額分（上限２０万円）を寄付とみなし、所
得税および個人市民税・県民税の寄附金控除を受
けることができます。
　ただし、寄附金控除の適用を受けるには、確定申
告、または市・県民税の申告を行う必要があります。
対象となるイベントは、文化庁・スポーツ庁ＨＰをご
確認ください。

1007352市・県民税の控除額などが変更されます！

基礎控除額が一律10万円引き上げられます。（33万円が43万円※に変更されます）
※ただし、合計所得金額が２，４００万円超の場合、その合計所得金額に応じて控除額が段階的に引き下げら
れ、２，５００万円超の場合、基礎控除の適用はなくなります

基礎控除額が一律10万円引き上げられますその１

給与所得控除額が年収８５０万円以下の方は、一律１０万円引き下げられ、年収８５０万円超の方は
１９５万円になります。

給与所得控除額が一律10万円引き下げられますその2

公的年金等以外の所得が1,000万円以下の方は、公的年金等控除額が一律１０万円引き下げら
れます。
※公的年金等以外の所得が１，０００万円超の場合、所得に応じて控除額が引き下げられ、公的年金等の収入
が１，０００万円超の場合、控除額の上限は１９５万５,000円になります

公的年金等控除額が一律10万円引き下げられますその3

扶養控除・配偶者控除・配偶者特別控除の対象になる家族の合計所得金額が１０万円引き上げら
れます。

扶養控除などの対象になる家族の所得額が10万円引き上げられますその4

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に係る特例措置

イベントの中止などでチケットの払い戻しを受けない場合、寄附金控除を受けられます

スポーツ庁HP文化庁HP

ここも
注意！
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本
市
で
は
、市
の
家
計
簿
で
あ
る
財
政

状
況
を
、上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
、

年
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
令

和
２
年
９
月
30
日
現
在
の
予
算
執
行
状

況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、表

中
の
金
額
は
表
示
単
位
を
四
捨
五
入
し

て
い
る
た
め
、合
計
額
な
ど
が
合
わ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
財
政
課
☎
27‐８
６
０
１

歳出

170億9,382万円
支出済額

議会費

民生費

76億2,058万円

その他
1,880万円

総務費
7億7,946万円

35億5,614万円

商工費
4億8,579万円

衛生費

5億5,862万円
農林水産業費 1億1,444万円

消防費　　
5億7,494万円

土木費
9億8,585万円

教育費
12億7,954万円

歳入

197億3,207万円
収入済額

市税

その他

91億2,491万円

3億1,447万円

使用料および手数料

5億1,668万円

13億3,841万円

地方
贈与税等

国庫支出金

地方交付税

70億7,845万円

繰越金　
8億6,775万円

県支出金
2億6,191万円

2億2,949万円

会計 予算額 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計 82 億 4,162 万円 30 億 8,337 万円 28 億 9,171 万円
田原福祉専門学校特別会計 １億　 201 万円 7,702 万円 4,225 万円
後期高齢者医療特別会計 8 億 9,232 万円 ２億 6,522 万円 1 億 6,348 万円

計 92 億 3,594 万円 34 億 2,562 万円   　30 億 9,744 万円

予算区分 収入予算額 収入額 支出予算額 支出額
水道事業会計 16 億 2,515 万円 5 億 5,039 万円 19 億　 845 万円 3 億 5,422 万円
下水道事業会計 37 億 3,233 万円 28 億 8,260 万円 42 億 5,068 万円 35 億 8,306 万円

■特別会計

■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 340 万 5,632㎡
建物 市役所・学校など 37 万 2,249㎡
基金 財政調整基金など 176 億　179 万円
出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,745 万円

■企業会計

■市債（借入金）の残高
区分 現在高

一般会計 164 億 7,804 万円
水道事業会計 1 億 9,549 万円
下水道事業会計 100 億　239 万円

計 266 億 7,592 万円

令
和
２
年
度
上
半
期 

市
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

一般会計

予算額
371億4,937万円
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本
市
で
は
、令
和
３
年
1
月
28
日

（
木
）か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
取
得
で
き

る
、コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
開
始
日

　
令
和
３
年
１
月
28
日（
木
）

▪
利
用
に
必
要
な
も
の

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◦
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
の
暗
証
番
号（
4
桁
）

▪
利
用
時
間

　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時（
年
末

年
始
と
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時

間
を
除
く
）

▪
利
用
で
き
る
店
舗

　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア

▪
取
得
で
き
る
証
明
書
と
交
付
手
数
料

▼
市
民
課
☎
23‐３
５
１
１

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
必
要
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
お
持
ち

で
な
い
方
は
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。市
民
課
、渥
美
支
所
、赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー
の
各
窓
口
で
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
無
料
撮
影

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

証明書の種類 手数料 取得できる範囲

住民票の写し 200 円 本人または同一世帯の方のもの

印鑑登録証明書 200 円 本人のもの

戸籍全部・
個人事項証明書

（戸籍謄抄本）
450 円 本人または同籍の方のもの

※本籍が本市にある方のもの

戸籍の附票の写し 200 円 本人または同籍の方のもの

※除票や除籍謄抄本、改製原戸籍謄抄本の取得はできません。

　12月となり、インフルエンザなどが流行りだす時期とな
りました。おひさま病後児保育室ではお子さんの病気は
回復期にあるけれども、まだ普段の保育園やこども園に登
園できない場合に、お子さんをお預かりして、保育士が保
育を行います。利用には事前登録が必要ですので、まずは
お気軽にご相談ください。

対象児童：渥美病院小児科医師の診察で、病後児保育室
の利用が可能と診断された保育園やこども園に通う市
内在住の１歳6カ月～年長児（2、3号認定のみ）
定員：1日3名（感染症の種類で、２名までの場合あり）
利用料金：1日2,000円
開設日時：利用者がいる月～金曜日の午前８時30分～
午後5時（ただし、祝日・8/15・12/29～1/3は休み）
場所：地図の通り
その他：利用方法、持ち物、受入目安などは市HPをご確
認ください
▶子育て支援課　☎23-3513 1006871

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
ス
タ
ー
ト

１
０
０
７
３
４
４

田原児童センター

田原文化会館

田原市
中央図書館

あつみの郷

築出公園

困ったときは
おひさま病後児保育室おひさま病後児保育室をご利用ください
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　令和3年3月に創立60周年を迎える田原ロータ
リークラブから、サイクルラックを15台寄付してい
ただきました。また、11月19日（木）には三河田原駅
において、サイクルラックの設置完了を記念するセ
レモニーが行われました。サイクルラックは市内の
道の駅や白谷海浜公園などに設置され、本市の自転
車活用による地域活性化に役立てます。

サイクリストの
受け入れ環境の充実を！

9/30
［水］

老いも若きも
みんなで記録に挑戦！

10/11
［日］

　第17回田原市スポーツギネス大会が総合
体育館・田原文化会館はなのき広場で開催さ
れ、297名の方が参加しました。感染症対策とし
て、こまめな換気・ペア種目を行わないなど、例年
とは異なる雰囲気の中での開催でしたが、たくさ
んの新記録が誕生しました。

▲リングターゲットを楽しむ参加者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▲サイクリングによる地域振興を後押ししたいと語る鈴木会長（写真右）

▪ジュニアオリンピックカップ　全国中学生
陸上競技大会2020

（神奈川県横浜市［10／16～18］）

◎東部中学校陸上競技部
佐藤俐

り あ

有さん（2年、女子100m）
〔5位入賞〕
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　西の浜で海岸保全などに取り組む環境ボラ
ンティアサークル「亀の子隊」の活動が、県と名
古屋市が募集した「あいち・なごや生物多様性
ベストプラクティス」で、「ベストプラクティ
ス」に選定され、鈴木吉春代表が市役所を訪れ
ました。市長は「大変すばらしい。西の浜での活
動が他のところにも波及しているのが良い。」
と語りました。

きれいな海を守る
心を広げるプロジェクト

10/29
［木］

　秋季全国火災予防運動の一環として、市内の
保育園・こども園が防火パレードを行いまし
た。園児たちはおそろいの法被を羽織り、拍子
木を打ち鳴らしながら音楽に合わせて火の用
心を呼び掛けました。当日は気温が高く、園児
たちは日陰でこまめに休憩をとりながら、元気
よく歩きました。

戸締り用心！
火の用心！

10/13
［火］

▲火の用心の歌に合わせて拍子木を打つ六連保育園の園児たち

　昨年12月号の当コーナーでは、ＣＳＦ
（豚熱）終息を願う思いを書きました。Ｃ
ＳＦが収まりかけ、一息ついた今年の春
先に、日本中が新型コロナウィルス感染
症の猛威にさらされ、現在も終息の兆し
は見えていません。
　日本では、官民一体で感染拡大防止
に取り組んでいますが、まだまだ油断は
できません。皆さんもこれまでと同様、
細心の注意をお願いいたします。
　今年を振り返れば、計画通りできた事

もあれば、コロナ禍で口惜しい思いをし
た事も多かったと思います。新型コロナ
と無縁の日々の訪れを願うばかりです。
　今後も引き続き、皆さんの生活・経済
の向上に資する方策を進めてまいりま
すので、共に明るい未来と元気な渥美
半島を創っていきましょう。

コロナ禍の終息を願う

▲持続可能な活動に意欲を見せる鈴木代表（写真右）
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・性別・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・性別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　くぬぎの会は、子育てに絵本を取り入れ、
みんなで子育てを楽しみ、子どもたちと一緒
に豊かな時間を過ごす「母親クラブ・くぬぎ
の会」として、平成５年に発足したボランティ
ア団体です。
　名前の由来は、くぬぎの木の蜜に虫たち
が集まるように、子どもやお母さんたちが絵
本を中心に集い、心の栄養を得てくれたらと
の思いで名付けました。
　発足当時、活動の中心は児童館で開催す
る月１回のおはなし会と親子で参加できる季
節の行事などでした。おはなし会では、絵本
の読み聞かせやストーリーテリング※、手遊
び、紙芝居などを交代で行っていました。こ
れらの活動は、現在中央図書館で開催して
いるおはなし会に生かされています。
※出来事などの物語の語りかけ

　また、おやこリズムも発足当時からの活動で
す。おやこリズムは、子どもの全面発達を促す
ために考えられたリズム遊びで、ピアノの音に
合わせ体を動かします。
　これらおはなし会やおやこリズムの活動の
他、出張おはなし会を保育園や小学校、親子交
流館（すくっと）などで行っています。

　会員は現在約３０名で新しい会員を随時募集しています。
　絵本が好きな方ならだれでも会員になれます。読み聞かせや人形劇などの活動を一緒
にしてみようという方、会を応援したい気持ちのある方、ぜひ一緒に活動してみませんか？

●主な活動場所
　田原市中央図書館（おはなし会）
　童浦市民館（おやこリズム）
●活動日時
　18ページ「子育てサークル」の活動カレン
ダーを参考にしてください）

くぬぎの会
（会長　田中恵美子）

　☎22-2382

田原市親子交流館
（すくっと）
☎23-1510

［投稿者］

　ミニバレーボールは、平成２年ごろ、当時の体育指導委員の
方たちの努力で発足し、約３０年間市民の親睦と健康増進を担っ
ており、現在２００名以上の方が楽しんでいます。田原市におけ
るミニバレーボールの特徴として、皆さんが仲良く活動してお
り、チームの垣根無く、練習に受け入れてくれることが挙げられ
ます。
 現在、協会では、２２チーム２０８名が活動しており、年４回の試合
を目標に各チームが学校の体育館や市民館を利用して、練習に
励んでいます。試合は、女性５名のレディースと男性１名女性４名
のミックスの２部門で行っています。ルールは難しくなく、少し練
習すれば誰でも出来るので、１０～７０代位まで年齢に関係なく楽
しめるスポーツです。
  心身の健康のため、人との繋がりを広げるため、田原市に根強
く普及し、一人でも多くの方に楽しんでいただくよう、協会として
皆さんのご参加をお待ちしております。

【事務局】田原市ミニバレーボール協会　☎２２-7278（河合）

たい  が 渡会 紫乃ちゃん（左）

　　 菜央ちゃん（右）

し    の

な　お

ちくわくん（3歳）
チワワ♂

（浦町 岡本さん）

河合 みなみちゃん

9カ月
田原町

河合 愛斗くん 
まな  と

わが家の
ペット

1歳
東赤石

▲中央図書館での読み聞かせの様子

▲ぜひ一緒に活動しましょう！

▲おやこリズムの様子

▲田原市体育協会ＨＰ

▲すくっとでの読み聞かせの様子

ミニバレーボールは楽しいよ！

絵本を心の栄養に
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市
民
活
動
だ
よ
り

市民の
チカラ

地
域
の
話
題

地域の
チカラ

和
地

し
み
ん
の
ひ
ろ
ば

▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　
和
地
区
で
は
、「
世
代
を
越
え
た
人
の
和

と
地
の
利
を
活
か
す
里
づ
く
り
」を
将
来

像
と
し
て
、地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、中
止
や
延
期
と
な
っ
た
イ
ベ

ン
ト
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、対
策
を
し
っ
か

り
と
行
い
実
施
し
た
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

▪
市
民
館
ま
つ
り

　
10
月
４
日（
日
）に
市
民
館
ま
つ
り
を
規

模
の
縮
小
、密
集
を
防
ぐ
た
め
開
催
時
間
を

長
く
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
い
、開
催
し
ま

し
た
。小
学
生
の
習
字
や
絵
、各
ク
ラ
ブ
活

動
に
よ
る
作
品
の
展
示
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト

の
み
た
ら
し
団
子
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の

模
擬
店
、

豪
華
賞
品

の
当
た
る

抽
選
会
を

企
画
し
、

来
場
し
た

方
々
に
楽

し
ん
で
も

ら
い
ま
し

た
。

▪
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
24
日

（
土
）に
第
15

回
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
、

30
～
80
代
の

32
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の
消
毒
な
ど
対

策
を
各
自
で
行
っ
て
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、

地
域
の
親
睦
や
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、例
年
で
は
、環
境
美
化
活

動
、カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
や
手
芸
教
室
な
ど
の

各
種
体
験
教
室
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
か
ら
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、関
係
者
と
一
緒
に
沿
道
花

壇
の
整
備
や
小
学
校
の
裏
山
の
整
備
を

行
っ
て
い
く
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、世

代
を
越
え
た
交
流
と
地
元
の
自
然
環
境
等

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

「
し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
」フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
の
開
設
！

　
「
し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
」は
、
市
民
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
団
体
が
集
ま
っ

て
、
日
頃
の
活
動
を
発
表
し
た
り
、
他
団

体
や
来
場
者
と
交
流
し
た
り
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

例
年
、
文
化
会
館
で
活
動
発
表
や
パ
ネ

ル
展
示
、
体
験
ブ
ー
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
上
に
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
そ
こ
で

皆
さ
ん
と
交
流
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
」の
ペ
ー
ジ
で
は
、
団

体
の
活
動
紹
介
を
は
じ
め
、
現
在
の
活
動

状
況
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
市
民
活
動
に

関
す
る
投
稿
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
稿
に
対
し
て
、
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
市
民
活
動
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
と
は
違
う
形
に
な
り
ま
す
が
、「
し

み
ん
の
ひ
ろ
ば
」で
市
民
活
動
の
輪
を
広

げ
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

　
ま
ず
は
、記
載
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
、「
し

み
ん
の
ひ
ろ
ば
」の
ペ
ー
ジ
に
移
動
し
、
気

軽
な
気
持
ち
で「
い
い
ね
」や
投
稿
、
コ
メ
ン

ト
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

0
9
0‐9
1
2
3‐7
9
8
3

し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
運
営
委
員
会

（
代
表　
鈴
木
）

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら
。

▲市民館まつりの様子

▲グラウンドゴルフ大会

▲フェイスブックページ（イメージ）
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　本校の４年生の子どもたちは社会科単元「水とくらし」「郷
土の偉人」の学習で豊川用水と近藤寿市郎氏について学び、
さらに総合的な学習の時間を使ってふるさと学習を行って
います。
　寿市郎氏は高松町の出身で、高松小で教鞭を執っていたこ
ともあり、子どもたちにとっては郷土の大先輩にあたりま
す。
　これまで子どもたちは、寿市郎氏の生い立ちや業績、豊川
用水の仕組みなどについて学んできました。今回は、地元法
蔵寺のご住職・神谷さんの案内で、豊川用水や大正池を見学
しました。ちょうど大正池は老朽化した堤防の改修工事中
で、水を抜いているところでした。子どもたちは池の底が見
えたことに驚きの声を上げていました。
　今回の学習の成果は、11月に行われた学習発表会で保護者
の方に発表しました。地域に学び、郷土愛を育てるふるさと
学習を今後も大切にしていきたいです。

　令和３年３月に閉校を迎える本校では、本年度「泉中FOREVER
～泉の心 薫る学校～」と題して、学年ごとに、泉校区の現在、過
去、未来をテーマとしたふるさと学習に取り組んでいます。閉校
に際し、改めてふるさとに積極的に関わり、自ら考え、行動する
力を育むことをねらいとしています。
　２年生は、校区や中学校の歴史を探っています。おうむ石の伝
承を学習しているグループは、現地に赴き、声や楽器を使って実
際に音が反響するかを調べました。
　また、卒業アルバムをもとに、過去にあった部活動や部員数を
調べたり、賞状やトロフィーなどから実績を紐解いたりしてい
るグループもあります。生徒は、「年表を完成させて、パンフレッ
トにすることが決まりました。まだまだやることがたくさんあ
ります。」と、たいへん意欲的です。
　この他、１年生は、校区のよさを再確認し、PRする方法を考え
ています。３年生は、閉校後の跡地利用を考え、発信する準備を
しています。これらの学習の成果は、閉校記念式典の際に披露す
る予定です。

「高松の偉人に学ぶ」
ふるさと学習 高松小学校

「ふるさと学習」　　
泉中FOREVER～泉の心 薫る学校～ 泉中学校

「泉中学校閉校記念式典」
のお知らせ

日時：令和3年3月13日土
　午後1時30分～

場所：泉中学校体育館など

◦豊川用水の見学

◦水を抜いた大正池の見学

◦おうむ石の前で実験する生徒

広報たはら  令和2年12月│    │11
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表
彰

（
公
財
）全
国
防
犯
協
会
連
合

会
長
表
彰「
防
犯
栄
誉
銅
章
」

　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
安
全
活

動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
、
彦
坂

伸
明
さ
ん（
江
比
間
町
）が
、９
月

24
日（
木
）、（
公
財
）全
国
防
犯
協

会
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

募
集

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展

補
助
員   　

１
０
０
５
２
３
１

募
集
人
員：
７
名
程
度　

採
用
期

間：
令
和
３
年
２
月
２
日
～
３
月

14
日　
勤
務
内
容：展
示
室
監
視
、

受
付
、
来
館
者
対
応
な
ど　
勤
務

場
所：
渥
美
郷
土
資
料
館　

勤
務

形
態：
午
前
９
時
～
午
後
１
時
、

午
後
１
時
～
５
時（
交
替
勤
務
）

報
酬：
時
給
９
８
０
円　

申
込
締

切：12
月
25
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

第
10
回
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ

ラ
ン
ド       

１
０
０
３
５
６
９

対
象：
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す

る
も
の
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
個

人
事
業
者
ま
た
は
そ
の
事
業
者
で

組
織
す
る
団
体
②
市
内
に
主
な
事

業
拠
点
が
あ
る
法
人
ま
た
は
団
体

内
容：
市
内
の
地
域
資
源
や
地
域

特
性
を
生
か
し
た
優
れ
た
産
品
を

「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
／
認
定
品
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
活
用　

申
込：
12
月
25
日（
金
）ま
で
に
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
／
申
込
用
紙
は
商
工
観

光
課
、
市
Ｈ
Ｐ
で
入
手
可

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

障
害
者
職
業
訓
練
生

訓
練
科
目
：
①
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
科
②

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
③
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計

科
④
総
合
実
務
科（
知
的
障
害
者

対
象
）⑤
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
科（
精

神
障
害
者・発
達
障
害
者
対
象
）

訓
練
期
間
：
①
～
④
１
年
間
、
⑤

９
カ
月　

選
考
方
法
：
筆
記
試

験
お
よ
び
面
接
試
験　
選
考
日
：

①
～
③
、
⑤
令
和
３
年
３
月
12
日

（
金
）、④
３
月
７
日（
日
）　

募
集

期
間
：
令
和
３
年
１
月
４
日
～
２

月
26
日

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋

☎（
０
５
３
２
）52‐７
１
９
１

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎（
０
５
３
３
）93‐２
１
０
２

イ
ベ
ン
ト

観
光
体
験
博
覧
会
た
は
ら
巡

り
～
な 　

   

１
０
０
６
４
７
４

　
「
渥
美
半
島
を
暮
ら
す
旅
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
農
業
体
験
や
自
然

観
察
ガ
イ
ド
な
ど
の
観
光
体
験
博

覧
会「
た
は
ら
巡
り
～
な
」を
開
催

し
ま
す
。

期
間：
12
月
１
日（
火
）～
令
和
３

年
３
月
31
日（
水
）　
場
所：
市
内

一
帯　

参
加
料：
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
異
な
る　

申
込：
各
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
申
込
先
に
直
接
電
話

に
て

▼
た
は
ら
巡
り
～
な
実
行
委
員
会

事
務
局（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

伊
良
湖
謎
解
き
倶
楽
部　
謎
解

き
バ
ト
ル
！
探
偵
サ
テ
ツ
か
ら
の

挑
戦
状
２
！  

１
０
０
７
３
５
５

期
間：
12
月
12
日（
土
）～
令
和
３

年
３
月
21
日（
日
）　
場
所：
市
内

一
帯　

内
容：
市
内
各
所
に
設
置

さ
れ
た
謎
解
き
ポ
イ
ン
ト
を
回
っ

て
、
謎
を
解
き
明
か
す
／
正
解
者

に
は
認
定
証
バ
ッ
チ
を
贈
呈
／

応
募
者
抽
選
特
典
あ
り　

参
加

料：無
料　
応
募
方
法：３
月
21
日

（
日
）ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
・
市

Ｈ
Ｐ
フ
ォ
ー
ム
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

お
し
ら
せ
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講
座

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
12
月
11
日（
金
）午
前
９
時

～
９
時
45
分　

場
所：
崋
山
会
館

内
容：
崋
山
伝
記
の
根
底
テ
キ
ス

ト『
全
楽
堂
記
伝
』５　

講
師：
崋

山
・
史
学
研
究
会
員 

別
所
興
一

氏　

受
講
料：
無
料　

申
込：
当

日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
講
座　
　

１
０
０
５
２
５
７

対
象：
県
・
市
が
実
施
し
た
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
講
座
修
了
者　

日
時：

令
和
３
年
１
月
31
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
４
時　

場
所：
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室　
内
容：

養
成
講
座
で
習
得
し
た
知
識
や
技

能
に
加
え
て
、
災
害
時
に
被
災
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
役
と
な

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

実
践
的
な
役
割
を
学
び
、
更
な
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
技
能
の
向
上
を

定
員：30
名（
先
着
順
）　
参
加
料：

無
料　

申
込：
令
和
３
年
１
月
14

日（
木
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

生
活

年
末
の
ご
み
処
理
は

お
早
め
に　

１
０
０
３
１
０
５

　
年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、大
変

混
雑
し
、入
場
に
30
分
以
上
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。ご
み
は
、で
き
る

だ
け
収
集
日
に
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
ご
み
処
理
施
設
へ
持
ち
込

む
場
合
は
、
混
雑
解
消
の
た
め
、事

前
に
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
分
別
が
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
廃
棄
物
対
策

課
ま
た
は
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】

　
こ
わ
す
ご
み・紙
類
・
布
類
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類・ペ
ッ
ト
ボ

図
る　
受
講
料：無
料　
申
込：令

和
３
年
１
月
８
日（
金
）ま
で
に
直

接
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

う
つ
病
家
族
教
室１

０
０
４
２
５
７

対
象：
う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の

家
族　

日
時
／
内
容
／
講
師：
表

の
通
り　
場
所：豊
川
保
健
所（
豊

川
市
諏
訪
３
丁
目
２
３
７
番
地
）

ト
ル・白
色
ト
レ
イ・空
缶・小
物

金
属
・
電
化
製
品
類・発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル・
有
害
ご
み・
埋
め
る
ご

み・ガ
ラ
ス
び
ん・粗
大
ご
み（
剪

定
木・枝
類
、
草
は
赤
羽
根
環
境

セ
ン
タ
ー
の
み
）

【
炭
生
館
】

　
も
や
せ
る
ご
み

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、各
施
設
の
年
末・年
始
の
業

務
日
に
つ
い
て
は
、17
ペ
ー
ジ「
年

末・年
始
の
業
務
に
つ
い
て
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
27‐０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
45‐３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
32‐３
３
２
２

▼
炭
生
館
☎
24‐０
１
５
１

日時 内容・講師

第１回 R3／1／19火
14：00～15：30

「うつ病の理解と家族の接し方」
松崎病院豊橋こころのケアセンター 
院長 竹澤健司氏

第２回 R3／2／5金
15：00～16：30

「『うつ』と家族が上手くつきあうコツ」
堀クリニック 臨床心理士・
公認心理師 加藤敬介氏
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啓
発
活
動
で
は
、
小
学
校
へ
出

向
き
、
人
権
紙
芝
居
を
使
っ
て
子

ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
・
高
校
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
い
じ
め
防
止

の
た
め
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
活
用
し

て
分
か
り

や
す
く
解

説
し
て
い

ま
す
。
企

業
で
は
、

セ
ク
ハ
ラ

や
パ
ワ
ハ

ラ
に
関
す

る
研
修
も

行
っ
て
い

ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
・
豊

橋
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」

▪
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
10
名
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。
い
じ
め
や
虐
待
な
ど

の
困
り
事
、
何
で
も
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
専
用
電
話　

＊
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎（
０
５
７
０
）０
０
３‐
１
１
０

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

（
０
１
２
０
）０
０
７‐
１
１
０

＊
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎（
０
５
７
０
）０
７
０‐
８
１
０

▪
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
啓
発
活
動
を
行
っ

た
り
、
法
務
局
や
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
相
談
を
受

け
た
り
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止

に
取
り
組
む
冬
の
運
動

12
月
20
日
日
～

令
和
３
年
１
月
10
日
日

非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が
子

　
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
年
末
年
始
を

迎
え
、
開
放
感
か
ら
青
少
年
が
有

害
な
環
境
に
接
す
る
機
会
が
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
地
域
・
家
庭
・
学
校

が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

実
施
事
項：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
に
よ
る
子
ど
も
の
性
被
害
の
防

止
、
不
良
行
為
な
ど
の
防
止
、
い

じ
め
・
暴
力
行
為
な
ど
問
題
行
動

へ
の
対
応
他

▼
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
36‐６
６
１
４

36‐６
９
７
０

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
い
ま
し

ょ
う　
　
　

１
０
０
３
６
７
２

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ
！

　
放
し
飼
い
の
犬
が
子
ど
も
を
追

い
掛
け
て
け
が
を
さ
せ
た
り
、
犬

自
身
が
交
通

事
故
に
遭
っ

た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま

す
。
鎖
な
ど

で
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、犬
の
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▪
猫
は
室
内
飼
育
に

　
室
内
飼
育
は
、
交
通
事
故
や
感

染
症
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

▪
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
と

　
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
や
飼
育
し

て
い
る
猫
の
ふ
ん
は
、
放
置
せ
ず

に
必
ず
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
処
理

後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
投
棄
も
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、市

町
村
で
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。登
録
は
生
涯
に
１
回
、狂
犬
病

予
防
注
射
は
毎
年
１
回
で
す
。

　
ま
た
、
犬
の
飼
い
主
や
所
在
地

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

な
い
と
、
市
役
所
か
ら
の
通
知
が

届
か
な
く
な
り
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

猫
の
家
族
探
し
会
を
開
催
し

ま
す 　
　
　

１
０
０
４
５
３
０

対
象：
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方　

日
時：
12
月
12
日（
土
）午
前

10
時
～
11
時
30
分
／
午
後
２
時
～

３
時
30
分（
途
中
参
加
不
可
）　
場

所：
愛
知
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

東
三
河
支
所
（
豊
橋
市
神
野
新
田

町
字
京
ノ
割
50‐２
）　

内
容：
セ

ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
た
猫
の
里
親

探
し　

定
員：
各
部
４
組（
先
着

順
）　
持
ち
物：身
分
証
明
書　
申

込：電
話
に
て　
そ
の
他：審
査
有

り
／
集
合
住
宅
や
借
家
で
飼
育
す

る
場
合
は
規
約
な
ど
を
持
参

▼
愛
知
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東

三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

 ●人権擁護委員の皆さん
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ご活用ください！
2021田原市カレンダー
　市ＨＰでは、市の知名度向上やイメージ
アップのため、市内の美しい風景や名所・
旧跡を素材とした各種ダウンロードサー
ビスを行っています。
　平成22年（2010年）から始め、好評を
得ている田原市カレンダーの2021年版
の配信を開始しました。
　ダウンロードしたカレンダーのデータを
印刷し、切り取ってＣＤケースなどに差し込
むと、卓上カレ
ンダーができ
上がります。ぜ
ひ、職場やご家
庭で、ご活用く
ださい。

▼広報秘書課
☎22-0138

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
９
月
29
日
、
東
三
河
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱
代
表
取
締
役
社
長　
高
橋

豊
彦
様
か
ら
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
金
２
２
７
５
円

▼
９
月
30
日
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル
㈱
東
海
カ
ン
パ
ニ
ー
様
か
ら

環
境
保
全
活
動
の
た
め
、
金

７
万
２
８
４
１
円

▼
10
月
１
日
、
田
原
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
様
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
金

30
万
円

▼
10
月
６
日
、
田
原
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長　
本

多
敬
様
か
ら
教
育
環
境
の
充
実
の

た
め
、
ロ
ー
ル
す
の
こ
２
巻
、
体

育
館
入
り
口
ス
ロ
ー
プ
１
台

▼
10
月
12
日
、
匿
名
希
望
の
方
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス

ク（
日
本
製
）１
万
５
０
０
０
枚

▼
10
月
22
日
、
キ
ッ
ズ
作
文
教
室

om
oio

（
オ
モ
イ
オ
）代
表　

岡
田

久
恵
様
か
ら
子
ど
も
の
挑
戦
の
応

援
の
た
め
、
書
籍
46
冊

▼
10
月
30
日
、
綜
合
警
備
保
障
㈱

豊
橋
支
社
様
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
次

亜
塩
素
酸
水
20
本税

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
伴
う
令
和
３
年
度

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税

の
減
免　
　

１
０
０
７
２
４
３

対
象：令
和
２
年
２
月
～
10
月
ま
で

の
任
意
の
連
続
す
る
３
カ
月
間
の

事
業
収
入
の
合
計
が
、
前
年
の
同

時
期
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
し

て
い
る
中
小
事
業
者
な
ど
　
減
免

の
割
合：
下
表
の
通
り　

対
象
の

固
定
資
産：事
業
用
の
家
屋
お
よ
び

償
却
資
産（
土
地
、
居
住
用
家
屋
は

対
象
外
）　
申
請
手
続：
減
免
対
象

の
固
定
資
産
は
、
事
前
に
認
定
経

営
革
新
等
支
援
機
関
※
な
ど
の
確

認
を
受
け
、
提
出
書
類
を
税
務
課

へ
提
出

※
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関

と
は
、国
の
認
定
を
受
け
た
税
理

士
・
会
計
士
・
中
小
企
業
診
断
士

な
ど　

提
出
書
類：
特
例
措
置
に

関
す
る
申
告
書（
支
援
機
関
な
ど

の
確
認
印
を
押
さ
れ
た
原
本
）・
支

援
機
関
な
ど
に
提
出
し
た
書
類一式

（
コ
ピ
ー
可
）・
令
和
３
年
度
の
償

却
資
産
申
告
書（
償
却
資
産
が
あ

る
方
）　

受
付
期
間：
令
和
３
年

１
月
４
日（
月
）～
２
月
１
日（
月
）

提
出
方
法：
直
接
、
電
子
申
告

（ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）、郵
送
に
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
中
小
企
業
固
定
資
産
税
等
の
軽

減
相
談
窓
口

☎（
０
５
７
０
）‐０
７
７
３
２
２

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

■みんなでつくろう安心の街
　12月１日～20日まで「年末の安全なまちづく
り県民運動」が実施されます。スローガンとして、
「犯罪にあわない」「犯罪を起こさせない」「犯
罪を見逃さない」の３Ｎ（ない）運動を掲げていま
す。地域が一体となった運動を展開し、防犯意識
の高揚を図り犯罪の減少を目指します。
　この機会にいま一度自分
の身の回りの防犯について考
え、ご家庭や地域で話し合っ
てみましょう。
　また田原市では、侵入盗被
害の約９割以上が無施錠箇
所から侵入されています。年
末年始は旅行や買い物などで
家を留守にする機会が増える時期なので、出
掛ける時はもちろん、在宅中も鍵をかけて泥棒
に狙われないようにしましょう。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　2020年の累計

10月

●人身18件（109件）
●負傷22人（150人）
●死亡0人（2人）
●物損88件（961件）

●侵入盗2件（13件）
●乗物盗0件（16件）
●非侵入盗5件（48件）

●火災2件（15件）
●救急160件（1741件）

令和２年２月～10月までの任意
の連続する３カ月間の事業収入

の対前年同期比減少率
軽減率

50％以上 全額

30％以上50％未満 ２分の１

1007362
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市税・料金滞納整理 強化月間実施中
　本市では、市税・各種料金などの負担の不公平を解消するため、12 月を滞
納整理強化月間とし、市職員による滞納整理を強化します。
　年末を機に、市税などの納め忘れがないか、もう一度ご確認ください。納め
忘れがある場合には、早めに納めていただくようお願いします。

Q 市税にはどのようなものがありますか？
A 市県民税、固定資産税（都市計画税含む）、軽自動車税、国民健康保険税です。
Q 税金は何に使われるの？
A 普段、皆さんが使っている道路の整備、街路灯の設置、一般・資源ごみの回収、災害用の備蓄、河川改良、救急・
消防体制の整備など幅広く役立てられています。また、国民健康保険税は、相互扶助の考えの下、自己負担外の7割分・
高額医療費などにも使われます。
Q 税金を払わないとどうなるの？
A 税財源の確保が困難となり、「まちづくり」のためのい
ろいろな事業に支障が出ます。税金を納めないと、法律に
基づき財産調査 ・滞納処分（差し押さえ）が行われる場合
もあります。また、滞納されると本税とは別に年 8.9％（令
和２年 12 月 1 日現在）の延滞金がかかります。
Q 差し押さえをされたらどうなるの？
A 預貯金、給与、生命保険等返戻金、売掛金、不動産（土
地・建物）、車・バイクなど差し押さえ物件は、公売な
どにより、未納税に充てられます。

　次の使用料なども、滞納をなくす取り組みを強化
します。
・保育料　　　　・後期高齢者医療保険料
・給食費　　　　・住宅使用料
・水道料　　　　・下水道使用料
・下水道負担金および分担金

田原市役所（代表）☎２２‐１１１１　※担当部署へおつなぎします

市職員を装った振り込め詐欺にご注意を！
市から次のような連絡をすることはありません。
○市税の還付金の受け取りのため、金融機関などのＡＴＭ（現金自

動預け払い機）の操作を求めること
○滞納している市税の納入について、金融機関などの口座を指定し

て振り込みを求めること

プ！プップップトップ！滞ッスス
納納

ストストストップ 滞ス ップトットストップ！滞納
ストップ！滞納市税・料金料金税・料金料市市税・料金市税・料金

ストップ！滞納市税・料金

ストップ！滞納市税・料金

償
却
資
産
の
申
告１

０
０
４
５
３
４

　

法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務

所
、ア
パ
ー
ト
、農
業
な
ど
を
営
ん

で
い
る
方
が
所
有
し
て
い
る
事
業

用
の
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、土

地
、
家
屋
、
自
動
車（
軽
自
動
車

含
む
）以
外
の
も
の
は
、
償
却
資

産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象（
下
表
の
通
り
）と
な
り
、
申
告

が
必
要
で
す
。

　

原
則
、決
算

時
に
減
価
償

却
資
産
と
し
て

計
上
し
た
も
の

は
、全
て
対
象

で
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変

更
が
な
い
場
合
や
、
課
税
標
準
額

の
合
計
が
１
５
０
万
円
未
満
で
も
、

申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合

は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
の

所
有
状
況
を
２
月
１
日（
月
）ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書

は
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▪
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
・
電
子

申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

償
却
遺
産
は
、
郵
送
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の
手
続
き

が
で
き
るｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
、
申
告
が

可
能
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
の
予
防
対
策
の
た
め
、
窓
口
混

雑
の
緩
和
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

区分 償却資産の対象となる資産（例）

❶構築物 温室･育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスなどの各種
ハウス、アパートのフェンス、駐車場の舗装 など

❷機械および装置 暖房機･消毒機･結束機･花用冷蔵庫･潅水設備・二重カーテンなどの農
業用機械および装置、太陽光発電装置、産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート･漁船 など

❹航空機 飛行機･ヘリコプター など

❺車両および運搬具 大型特殊自動車に該当する建設車両･構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン･パソコン･机･いす･陳列ケース など

▪差し押さえ実績（東三河広域連合分を含む）　　   （件）
年度 預貯金 保険 給与 その他 計

平成30年度 196 24 1 4 225

令和元年度 194 96 7 12 309

令和２年度 147 77 9 3 236

※令和２年度の実績は10月末現在
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月　日　
 施設名・電話番号

１2 月 １月
28

（月）
29

（火）
30

（水）
31

（木）
1

（金・祝）
2

（土）
3

（日）
4

（月）
5

（火）
6

（水）
市役所 22-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、北庁舎１階の当直室にて受け付けます。 ○ ○ ○
赤羽根市民センター 45-3111 ○ ○ ○ ○
渥美支所 33-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、農村環境改善センター１階の事務

室（日直）にて受け付けます。（午前8時30分～午後5時15分） ○ ○ ○
田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター 45-3499 ○ ○ ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○
親子交流館すくっと 23-1510 ○
田原市赤羽根診療所 45-3505 ○ ※ ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ○ ～正午 ○ ○ ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○
赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○
渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○
田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○
中央図書館 23-4946 ○ ○
赤羽根文化会館 ― ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○
ふるさと教育センター 36-6614 ○ ○ ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-9841 ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ ○
交通公園 ―
赤羽根文化広場 45-2823 ○
渥美運動公園 38-0111 ○ ○
谷ノ口公園（表浜ほうべの森） 24-8901 ○ ○ ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○ ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○
あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○
伊良湖クリスタルポルト 35-6631 未　　定

■ 年末・年始の業務について ○ 平常どおり 時間変更 休業

 ・ごみステーションの収集日は、地区ごとに異なります。詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。
 ※田原市赤羽根診療所の1月1日（金・祝）は休日当直医として開設します（午前9時～午後5時）

 ・サンテパルクたはらは1月13日（水）に臨時休園します。
 ・赤羽根文化会館への問い合わせは赤羽根文化広場（☎45-2823）をご利用ください。

広報たはら  令和2年12月│    │17
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サンテ新春フェア　　  　　   　

金 土 日

4 5 6
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

おはなし会
15：00～ 
おはなし会
10：30～ 

11 12 13
おはなし会
10：30～ 

子ども工作教室「クリスマス」   
10：00～  先着100名

18 母乳相談 19 20 おはなし会
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方
親子リトミック
１3：３０～  と保護者（要
予約）

おはなし会
10：30～ 

10：30～ 
いこうよ！たはらサンテマルシェ   
10：00～
家庭でできるおやつ作り教室
10：30～12：00 どなたでも（予約制）

25 赤ちゃんサロン 26 27 
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※福江・泉中学校区
妊婦さんのためのおっぱいクラス
9：30～11：30 市内在住の妊娠
５カ月以降の妊婦さん（要予約）

フリーマーケット
9：30～

R3/1/1 2 3

8 9 10
おはなし会
15：00～ 
おはなし会
10：30～ 

◆開館時間：13：00～17：00
土・日は9：30～12：00も
開館

◆休館日：月曜日
◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

◆時間：9：00～12：00、13：
30～16：00

※手遊び、ふれあい遊びなど
実施

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館

◆時間：9：30～11：30、13：
00～15：00

※手遊び、絵本の読み聞かせ
など実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽根

福祉センター（火曜日9：30
～11：00）・泉市民館（金曜
日9：30～11：00）

※開催のない週もあります

【期日】令和3年1月3日（日）
【場所】サンテパルクたはら　
【内容】    ９：３０～　サンテドーム入口で餅つき大会整理券配布
 　　　 １０：００～　餅つき大会（小学生以下・先着100名）
　　　　　　　　  かんたんたこ作り・書初めコーナー
　　　  １３：００～　お正月遊びコーナー（3日日～11日月・ ）
　　　　　　　　  ※4日（月）～１１日（月・祝）は午前10時～午後3時

▶サンテパルクたはら☎25‐1234 25‐１２３５

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児

令和2年12月  広報たはら │    │18



赤ちゃんサロンをご利用ください
　１歳未満のお子さんとママを対象に、「ほっと！すくっと！赤ちゃんサロン」を毎月１回校区ごとに
開催しています。
　お子さん向けに絵本の読み聞かせや手遊びを開催しながら、訪れたママ同士が交流できるよ
う取り組んでいます。
　子育て安心見守り隊も参加していますので、ごきょうだいがいても安心です。予約不要ですの
で、お気軽にご参加ください。

【日時/場所】上記イベントカレンダーをご覧ください
▶親子交流館　☎23‐1510　 23-1517　 1001076

子育て中のママやパパの情
報交換の場「子育てサーク
ル」の活動カレンダーを配
信しています。育児仲間探
しに、ぜひご活
用ください。

1006821

すくっとへ行こっと！  親子交流館だより

月 火 水 木

11/30 12/1 2 3
出前図書館
10:45～11:45 どなたでも
のりもの  （～4日金）
13：00～15：00 

おはなし会
10：30～ 

7 母乳相談 8 9 10 
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方（要予約）
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護者
※南部・中部・高松・赤羽根・若戸

のりもの  （～11日金）
13：00～15：00 
工作「ワイヤー工作 お正月」  

（～20日日）午後 以上

おはなし会
10：30～、11：00～ 

子育て講座（冬のリトミック）
10：30～11：00 （要予約）
子育て講座（3歳までのふれあい
は一生の宝物）  10：30～11：00
市内在住の と保護者（要予約）

14 15 16 17
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※童浦・衣笠校区

おはなし会
10：30～ 

21 22 23 24 
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※六連・神戸・大草・東部・野田
校区

チャレンジ「くるりんスキップ」  
（～27日日） 以上

おはなし会
10：30～ 

キッズサロン
10：00～11：00 市内在住の１
～３歳児と保護者（要予約）
※ 臨時開園（レストラン・喫茶
室も営業）

28 29 30 31

4 5 6 7
おはなし会
10：30～ 

場  

所
2020 December
イベントカレンダー12月 渥美図書館

赤羽根図書館
中央図書館なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
さくらルーム

すくっと
あつみライフランド

広報たはら  令和2年12月│    │19



市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

ん
で
い
る
方
は
、症

状
が
な
く
て
も
定

期
的
に
検
査
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▪
飲
酒
の
影
響
は
全
身
に
及
び
ま
す

　
不
適
切
な
飲
酒
の
習
慣
は
、高
血
圧
や
脂

質
異
常
症
、が
ん
な
ど
の
リ
ス
ク
が
、確
実

に
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、大
量
の
飲
酒
習
慣
は
、痛
風
、胃

炎
、不
整
脈
な
ど
の
体
へ
の
影
響
だ
け
で
な

く
、う
つ
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
精

神
的
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り

ま
す
。飲
酒
に
よ
っ
て
生
じ
る
健
康
リ
ス
ク

を
一
度
よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▪
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
の
個
人
差

　

日
本
人
の
半
数
近
く
は
、お
酒
を
分
解

す
る
力
が
弱
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
顔
や
体
が
赤
く
な

る
、頭
痛
、吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る

人
は
特
に
飲
酒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▪
女
性
の
飲
酒

　
一
般
に
女
性
は
、男
性
に
比
べ
、飲
酒
に

よ
る
害
を
受
け
や
す
く
、女
性
の
適
量
は
、

男
性
よ
り
も
少
量
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、妊
娠
中
の

女
性
が
飲
酒
す
る

と
、ア
ル
コ
ー
ル
が

胎
盤
を
通
じ
て
、胎

児
に
移
行
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、胎

児
の
脳
や
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
、発
育
の

遅
れ
や
、早
産
や
流
産
と
な
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

　

授
乳
期
も
同
様
、母
乳
を
通
し
て
赤

ち
ゃ
ん
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
た
め
、妊
娠
中
、授
乳
期
は
お
酒
を
飲

む
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
高
齢
者
の
飲
酒

　
加
齢
と
と
も
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
代
謝
す

る
能
力
は
低
下
し
ま
す
。特
に
高
齢
者
の

飲
酒
は
、脳
血
管
障
害
や
骨
折
、認
知
症
の

リ
ス
ク
を
上
げ
、要
介
護
認
定
の
リ
ス
ク

要
因
と
な
り
ま
す
。年
相
応
の
適
量
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

▪
お
酒
の
飲
み
方
で
心
掛
け
る
こ
と
は
？

◦
飲
酒
目
安
量
の
範
囲
内
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。男
性
の
適
量
は
、１
日
の
ア
ル

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う

　
年
末
が
近
く
な
る
と
お
酒
を
飲
む
機
会

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
よ
う
な
飲
酒
を
し
て
い
る
方
の
割
合

が
、男
性（
日
本
酒
１
日
２
合
以
上
）は
20
．

７
％
、女
性（
日
本
酒
１
日
１
合
以
上
）は

19
％
と
な
っ
て
お
り
※
、愛
知
県
と
比
較
す

る
と
、男
性
の
割
合
が
高
く
な
って
い
ま
す
。

　
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
こ
の
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、適
度
な
飲
酒
を
目
指
し
、飲
む

量
や
飲
み
方
な
ど
、自
分
の
飲
酒
習
慣
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
出
典
：健
康
た
は
ら
21 

第
２
次
計
画

（
中
間
評
価
）

▪
ア
ル
コ
ー
ル
と
肝
臓

　
肝
臓
病
は
多
量
飲
酒
を
長
期
間
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
呼
ば
れ
、症
状

が
出
て
か
ら
で
は
遅
く
、早
期
発
見・早
期

治
療
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
お
酒
を
飲

コ
ー
ル
量
で
20
ｇ
で
す
。（
女
性
と
高
齢

者
は
こ
の
半
分
）

◦
週
に
２
日
は
休
肝
日（
飲
酒
を
し
な
い

日
）を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◦
長
い
時
間
飲
み
続
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。（
就
寝
の
２
時
間
前
ま
で
に

は
、お
酒
を
切
り
上
げ
ま
し
ょ
う
）

◦
お
酒
と
交
互
に
水
や
お
茶
を
飲
み
ま

し
ょ
う
。

◦
強
い
お
酒
は
水
な
ど
で
割
っ
て
飲
み
ま

し
ょ
う
。

◦
脂
っ
こ
い
、塩
辛
い
つ
ま
み
を
控
え
、食

べ
す
ぎ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
適
度
な
飲
酒
は
血
行
の
促
進
や
ス
ト
レ

ス
緩
和
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
お
酒
の
飲
み
方
を
見
直

し
、適
正
飲
酒
を
守
る
こ
と
で
楽
し
く
健

康
的
な
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 男性の１日あたりの飲酒目安量

中瓶１本

ビール

１合

日本酒

１本

缶チューハイ

0.6合

焼酎

ダブル1杯

ウイスキー

※女性と高齢者はこの半分

※いずれかひとつ
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、受診してください

　
市
内
指
定
医
療
機
関
で
は
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
の
方
は
特
定
健
診（
医
療
保

険
者
に
よ
る
健
診
）と
同
時
に
大
腸
が
ん

検
診・前
立
腺
が
ん
検
診・肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
の
検
査
が
で
き
ま
す
。
対
象
の
方
は

併
せ
て
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
期
限
】
市
内
指
定
医
療
機
関：令
和
３
年

１
月
30
日（
土
）　
※
胃
が
ん
検
診
の
み
令

和
３
年
２
月
27
日（
土
）ま
で　

集
団
検
診：令
和
３
年
２
月

【
場
所
】
市
内
指
定
医
療
機
関
（
子
宮
頸

が
ん
検
診
は
豊
橋
市
内
指
定
医
療
機
関
で

も
受
診
可
能
）

【
持
ち
物
】
受
診
券
（
６
月
中
旬
に
郵
送

済
み
）
※
集
団
検
診
の
場
合
は
問
診
票
な

ど【
費
用
】
無
料
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
自
己
負

担
２
０
０
０
円
、
胃
が
ん
検
診
の
内
視
鏡

検
査
は
自
己
負
担
金
３
０
０
０
円
）

【
そ
の
他
】
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
や

今
年
度
新
た
に
各
種
検
診
の
受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
市
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

▪
結
核・
肺
が
ん
検
診
追
加
に
つ
い
て

１
０
０
３
６
７
６

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
６
月
に
中
止
と
な
っ
た
渥
美
地
区
で
の

結
核
・
肺
が
ん
検
診
を
左
の
表
の
通
り
追

加
実
施
し
ま
す
。

▼
健
康
課（
市
役
所
内
）　

☎
23‐３
５
１
５

▼
健
康
課（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33‐０
３
８
６

【
お
知
ら
せ
】

▪
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種

１
０
０
４
０
６
７

　
今
年
度
の
接
種
期
間
は
、
令
和
３
年
1

月
31
日（
日
）ま
で
の
各
医
療
機
関
の
診
療

時
間
内
で
す
。ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

期
間
内
に
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
市
健
康
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
接
種
対
象
の
方
に
は
、
９
月

下
旬
に
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す

▪
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

１
０
０
３
６
７
６

　
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
予
防・早

期
発
見
が
大
切
で
す
。
が
ん
検
診
は
、
症

状
の
な
い
初
期
の
段
階
で
が
ん
を
見
付
け

る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。
今
年
度
ま

だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

月　日 当直医 電話番号
12月29日（火） かわい歯科 ☎24‐0080
12月30日（水） 渡辺歯科医院 ☎32‐3561

12月31日（木）
第2国見医院 ☎23‐2302
山内歯科医院 ☎23‐1525

1月1日（金・祝）
田原市赤羽根診療所 ☎45‐3505
青木歯科クリニック ☎33‐1139

1月2日（土）
昭和医院 ☎32‐3749
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

1月3日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
なかた歯科 ☎23‐1162

月　日 当直医 電話番号

12月6日（日）
藤岡医院 ☎32‐1515
ふくい眼科 ☎22‐5878
藤井歯科医院 ☎45‐2123

12月13日（日）
おかだクリニック ☎37‐0001
仲谷歯科 ☎23‐2327

12月20日（日）
富永医院 ☎23‐1316
おおかわ歯科 ☎22‐4182

12月27日（日）
川瀬医院 ☎35‐1511
小原歯科 ☎25‐1139

また、発熱時は、各医療機関へ電話でお問い合わせの上、受診してください

期日 時間 場所

12月22日火

午前9時30分～
11時30分

村松農業担い手
センター

午後１時30分～
３時30分 清田市民館

令和３年
1月25日月

 午前9時30分～
11時30分  亀山市民館

午後１時30分～
３時30分 土田集落センター
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ストック
（花／出荷時期：１１月～３月）

アブラナ科の植物で、食用
花として使われることもあり
ます。県内１位の出荷量で約
６２万本出荷されています。

花ことば

永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：１０月～１月）

華やかで上品な雰囲気があ
り寒い冬を彩る定番の鉢花
です。県内２位の出荷量で３
６万鉢出荷されています。

花ことば

はにかみ、内気

農政課  ☎23-3517

花 鉢

57

今月の 12月の

り
ま
す
。

　

過
去
に
行
方
不
明

に
な
っ
た
こ
と
の
あ

る
方
や
、
不
安
の
あ

る
方
は
事
前
登
録
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
登
録
手
続
に
つ
い
て
は
、
高
齢
福
祉
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
を
考
え
る
ミ
ニ
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
！

　
人
生
の
終
わ
り
ま
で
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
た
い
で
す
か
？
あ
な
た
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
自
分
が

望
む
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

【
テ
ー
マ
】

「
ご
存
知
で
す
か
？
人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）の
こ

と
」

【
講
師
】
渥
美
病
院
循
環
器
内
科　
病
棟
医
長

小
山
雄
一
郎
氏

【
日
時
・
場
所
・
定
員
】
下
表
の
通
り

【
参
加
費
】
無
料

【
参
加
申
込
】
開
催
日
１
週
間
前
ま
で
に
電
話・

F
A
X
に
て（
F
A
X
の
場
合
は
場
所
・
参
加

者
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

【
申
込
先
】

田
原
市
医
師
会
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
29‐０
３
５
５
29‐０
３
５
６

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐３
２
１
７
23‐３
５
４
５

も
し
も
の
時
に
備
え
ま
せ
ん
か
？

　
昨
年
、
認
知
症
が
原
因
で
行
方
不
明
と
な
っ

た
方
は
、
全
国
で
１
万
７
４
７
９
名
い
ま
す
。

※
令
和
元
年
に
お
け
る
行
方
不
明
者
の
状
況 

警
察
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り

　
ま
た
、
認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
は
７
年

連
続
で
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
備
え
が
あ
る

と
安
心
で
す
。

▪
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？

　
本
市
で
は
、
認
知
症
な
ど
で
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
が
心
配
さ
れ
る
方
の
氏
名
・
住
所
な
ど

の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
た
情
報
は
警
察
署
・
消
防
署
・
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
民
生
委
員
に
情
報
提
供

し
、
万
が
一
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
際
に
、
登

録
さ
れ
た
情
報

を
元
に
情
報
提

供
し
た
機
関
と

連
携
し
捜
索
を

す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
早

期
発
見
に
繋
が

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、介

護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体
操
教

室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
Ｈ
Ｐ

（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る
と
詳
し

い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日時 場所 定員

令和3年1月16日土
13:30～15:00
（開場13:00）

あつみライフランド
２階　会議室 25名

令和3年2月6日土
13:30～15:00
（開場13:00）

田原福祉センター
３階　大会議室 ４０名

※各会場定員に達し次第締め切りとさせていただきます。
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ストック
（花／出荷時期：１１月～３月）

アブラナ科の植物で、食用
花として使われることもあり
ます。県内１位の出荷量で約
６２万本出荷されています。

花ことば

永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：１０月～１月）

華やかで上品な雰囲気があ
り寒い冬を彩る定番の鉢花
です。県内２位の出荷量で３
６万鉢出荷されています。

花ことば

はにかみ、内気

農政課  ☎23-3517

花 鉢
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今月の 12月の

家
庭
菜
園
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
？

　
本
市
で
は
、
県
と
連
携
し
て
、
農
業
の
多
様
な
担

い
手
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る「
活
き
活
き
農
業
セ
ミ

ナ
ー
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
活
き
活
き
農
業
セ
ミ
ナ
ー
と
は
？

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
退
職
さ
れ
た
方
や
主
婦
の
方

な
ど
向
け
に
、
趣
味
の
家
庭
菜
園
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
さ
せ
、
直
売
な
ど
へ
出
荷
で
き
る
ま
で
に
な
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。「
野
菜（
露

地
野
菜
）コ
ー
ス
」と「
い
ち
じ
く
コ
ー
ス
」の
２
コ
ー

ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
実
習
を
し
な
が
ら
栽
培
技
術

が
学
べ
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
栽
培
の
基
本
的
な
知
識
と
技

術
を
県
職
員
か
ら
学
び
、「
野
菜
コ
ー
ス
」で
は
、
そ

れ
に
加
え
、
地
元
農
家
の
方
か
ら
、
こ
の
地
に
合
っ

た
栽
培
方
法
や
野

菜
づ
く
り
へ
の

心
意
気
な
ど
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

現
在
の
受
講
者

は
、「
野
菜
コ
ー

ス
」は
22
名
、「
い

ち
じ
く
コ
ー
ス
」

は
17
名
で
す
。
趣

味
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
た
い
方
、
自

分
で
作
っ
た
野
菜

の
出
荷
を
検
討
中

の
方
、
す
で
に
直

売
を
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
、
レ
ベ
ル

は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
皆
さ
ん
お
互

い
に
情
報
交
換
を

し
た
り
、
教
え
合
っ
た
り
と
、
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
地
産
地
消
を
推
進
し
、
安
心
安
全
な
野

菜
を
皆
さ
ん
に
届
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

▪
各
コ
ー
ス
の
内
容

１
０
０
４
5
8
8

【
野
菜
コ
ー
ス
】
年
18
回・受
講
料
５
０
０
０
円

【
い
ち
じ
く
コ
ー
ス
】
年
７
回・受
講
料
２
０
０
０
円

●
受
講
申
込：
毎
年
２
月
～
３
月
中
旬　

２
月
に
募

集
内
容
を
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
。
現
在
は
、
今
年
度

の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す（
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
営
農
支
援
課　
☎
22‐１
１
２
６

◦いちじくの芽かき・支柱誘引作業（６月）

◦作物の生育をよくする中耕作業（９月）
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み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

53

▼「
避
難
場
所
」と「
避
難
所
」

2

　
こ
ん
に
ち
は
、ゆ
う
く
ん
で
す
。

　
避
難
所
と
避
難
場
所
は
似
た
言
葉
で

す
が
、役
割
や
目
的
は
違
う
も
の
で
す
。

今
回
は
そ
の
違
い
を
説
明
し
ま
す
。

〇
一
時
避
難
場
所（
集
合
場
所
）

　

大
地
震
が
発
生
し
た
際
に
、一
時
的

な
集
合
場
所
と
し
て
各
地
区
で
定
め
て

い
る
場
所
で
す
。こ
こ
か
ら
、集
団
行
動

で「
避
難
場
所
」へ
移
動
し
ま
す
。

〇
避
難
場
所

　

市
が
指
定
し
た
、

大
地
震
や
そ
れ
に
関

連
す
る
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
避
難

す
る
場
所
で
す
。各

地
区
の「
避
難
所
」に

近
い
、周
囲
に
危
険
の
少
な
い
広
い
場

所
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
避
難
所
」

と
な
る
建
物
の
安
全
が
確
認
さ
れ
次

第
、地
区
の
防
災
役
員
の
指
示
に
従
っ

て
移
動
し
ま
す
。

〇
避
難
所

　
災
害
に
よ
っ
て
自
宅
で
の
生
活
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
に
、一
定
期
間
の
避

難
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

で
す
。い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
共
同
生
活

と
な
り
ま
す
の
で
、生
活
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
各
地
区
の「
避
難
場
所
」と「
避
難
所
」

は
防
災
マ
ッ
プ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

「
一
時
避
難
場
所
」は
地
区
の
集
会
や
防

災
訓
練
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　　
災
害
時
に
お
け
る
物
資
調
達
の
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、以
下
の
関
係
事
業

者
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

　

本
市
で
は
、気
軽
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受

入
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
や
さ

し
い
道
の
駅
の
設
備
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

●
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

　
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
駐
輪
す
る
た
め

の
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

●
工
具・空
気
入
れ

　
無
償
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
工

具・空
気
入
れ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、道
の
駅
な
ど
の
公
共
施
設

や
、「
渥
美
半
島
サ
イ
ク
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
」に
認
定
さ
れ
た
市
内
23
の
事
業

所
で
は
、各
事
業
所
独
自
の
お
も
て

な
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
食
べ
て
、知
れ
て
、運
動
で
き
る

　
田
原
歴
史
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

　
田
原
城
周
辺
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史

ス
ポ
ッ
ト
を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
電
動

ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
で
周
遊
し
よ
う
。

【
開
催
日
時
】12
月
５
日（
土
）・
令
和

３
年
３
月
６
日（
土
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分

　
詳
細
は
、市
Ｈ
Ｐ（

１
０
０
６
４

７
４
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

▼
建
設
課

☎
23‐７
４
０
５

22‐３
８
１
１

災
害
協
定
の
締
結

◦サイクルラック

締結日 業者／内容

9/16水
グリーン包装㈱

段ボール製品

10/2金
㈱スギ薬局

一般用医薬品等

10/8木
DCMカーマ㈱

生活必需品等

◦工具・空気入れ
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
12月▶７日月、１１日金、１４日月、２１日月、

２８日月～３１日木
  1月▶1日金～４日月、８日金、１２日火、

１８日月、２５日月
※赤羽根は火曜日も休館

◎渥美図書館クリスマスイベント
①セルフ工作・セルフぬりえ
▶期間＝12月1日（火）～27日（日）
▶内容＝紙皿を使って、
クリスマスの飾りを作り
ます。いろいろなぬりえ
もプレゼント。
②おはなし会
▶日時＝12月5日（土）、12日（土）、19日（土）
午前10時30分～
▶内容＝司書、おはなし手のひらの会による読み聞か
せや飛び出すクリスマスカードを作ります。
※①②とも参加費無料、材料や道具は図書館で用意し
ます
▶渥美図書館　☎33-1114

◎赤羽根図書館新春企画
「司書のおすすめ、本のバラエティ貸出パック」
▶日時＝令和３年１月６日（水）　午前10時～
▶場所＝貸出カウンター前
▶内容＝司書が選んだ本を新
聞紙で作ったエコバッグに入
れて貸し出します。（大人向け
12袋、子ども向け10袋）
※なくなり次第終了
▶赤羽根図書館　☎45-3426

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．コーヒー豆の出し殻を再利用する方法を紹介
している本はありますか？

◎調べるキーワード
「再利用」「知恵袋」
A．「再利用」「知恵袋」のキーワードで調べると、
数冊の本が見つかりました。コーヒーの出し殻
は脱臭剤や針山などに利用できることがわかり
ました。
 また、お茶殻や紅茶
のティーバッグの再
利用法も紹介されて
います。
◎調べたツール

『暮らし上手さんの
再利用のコツと基本』
 快適暮らしラボ／監修　宝島社　590/ｸ

『昔ながらの知恵で暮らしを楽しむ家しごと』
山田奈美／著 　エクスナレッジ　590/ﾔ

『知ってトクする！おばあちゃんの知恵袋』
斎藤美保子／著　イーストプレス　590/ｻ

『いいおかお』
さえぐさひろこ／文　アリス館　E/ｻ

気取った顔、すました顔、いろいろな
動物の顔が勢ぞろい。
思わず笑みがこぼれます。あなたの
お気に入りのいいおかおは？

●中央図書館
一　般▶12月12日土～1月7日木 「草木をめぐる冒険」

 子ども▶～12月27日日 「クリスマスを楽しむ」
●赤羽根図書館
一　般▶12月12日土～1月7日木 「気持ちをそえてお便り」
子ども▶12月12日土～1月7日木 「クリスマスと新年」
●渥美図書館
 一　般▶12月12日土～1月7日木

　「音楽を読もう～ベートーヴェン生誕250周年～」
 子ども▶12月12日土～1月7日木 「ケーキとおもち

 どちらがすき？」

『デンマーク・ヒュッゲ・ハンド
ブック』
マリー・トレル・スナベア／著　菅野美津子／
訳　CCCメディアハウス　590.4/ｽ

デンマーク語のヒュッゲという言葉は
ちょっと立ち止まって寛ぎたいときに
使う言葉だそうです。
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渥
美
半
島
の
銅
鐸

　

渥
美
半
島
の
弥
生
時
代
を
語
る
上
で
、

銅
鐸
の
話
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

銅
鐸
は
釣
鐘
の
よ
う
な
形
を
し
た
青
銅

器
で
、
皆
さ
ん
も
歴
史
の
教
科
書
な
ど
で

見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
銅
鐸
が

作
ら
れ
た
の
は
弥
生
時
代
の
中
期
頃
か
ら

後
期
に
か
け
て
で
、
村
で
祭
り
を
す
る
際
に

使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
銅
鐸
の
大
き
さ
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
出
土
し
た
も
の
は
数㎝
か
ら

１ｍ
以
上
の
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
初
め
は
、

小
さ
な
音
を
鳴
ら
す
鐘
と
し
て
使
わ
れ
た

聞
く
銅
鐸
で
、
そ
の
後
、
飾
り
を
つ
け
た

大
型
の
見
る
銅
鐸
に
変
化
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
銅
鐸
が
見
つ
か
る
の
は
集
落
か
ら

離
れ
た
丘
が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
切

に
埋
め
ら
れ
た
状
態
で
見
つ
か
って
い
ま
す
。

　
で
は
、
渥
美
半
島
の
銅
鐸
は
と
い
う
と
、

発
見
さ
れ
た
中
で
最
も
古
い
記
録
は
歴
史

書
で
あ
る『
三
代
実
録
』の
中
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
の
８
６
０（
貞

観
２
）年
に
三
河
国
の
村
松（
現
在
の
伊
川

津
町
が
推
定
地
）で
発
見
さ
れ
た
銅
鐸
が
天

皇
に
献
上
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、江
戸
時
代
の
１
７
９
２（
寛
政
４
）

年
に
は
谷
ノ
口
の
金
堀
池
か
ら
３
個
銅
鐸

が
出
土
し
た
こ
と
が
『
田
原
藩
日
記
』に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
渡
辺
崋
山
も
こ
の
銅

鐸
を
目
に
し
て
お
り
、
日
記
で
あ
る
『
客

参
録
』
に
は
銅
鐸
の
絵
が
描
か
れ
、「
三
代

実
録
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
」

「
直
径一尺
四
寸
、
高
さ
三
尺
四
寸
」と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
銅
鐸
は
渥
美

半
島
か
ら
見
つ
か
っ
た
記
録
は
あ
る
も
の
の

現
在
は
ど
こ
に
あ
る
か
は
不
明
で
す
。

　

昭
和
に
な
る
と
、
さ
ら
に
銅
鐸
が
発
見

さ
れ
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
２

（
昭
和
37
）年
、
西
神
戸
町
で
耕
作
中
に

銅
鐸
が
見
つ
か
り
、
１
９
８
３（
昭
和
58
）

が
見
つ
か
る
か
は
、
弥
生
時
代
の
発
掘
調

査
事
例
が
少
な
い
た
め
、
ま
だ
は
っ
き
り
と

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
新
た
な
遺

跡
が
調
査
さ
れ
銅
鐸
な
ど
が
見
つ
か
れ
ば
、

渥
美
半
島
の
歴
史
が
さ
ら
に
解
明
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

 （
学
芸
員　
清
水
俊
輝
）

年
に
は
伊
川
津
町
で
も
農
地
整
備
の
工
事

中
に
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
銅
鐸
は

見
つ
か
っ
た
場
所
か
ら「
堀
山
田
の
銅
鐸
」

「
椛な
ぐ
さの
銅
鐸
」と
呼
ば
れ
、
現
在
は
博
物

館
で
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
内
で
の
銅
鐸
の
発
見
は
50
個
以

上
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
渥
美

半
島
か
ら
は
記
録
を
含
め

銅
鐸
が
合
計
８
個
と
、
非

常
に
多
く
の
銅
鐸
が
見
つ

か
って
い
ま
す
。
渥
美
半
島

の
銅
鐸
は
、
全
て
弥
生
時

代
後
期
の
も
の
で
、
非
常

に
大
き
な
見
る
銅
鐸
で
す
。

特
に
椛
の
銅
鐸
は
大
き
さ

が
１
ｍ
以
上
あ
り
、
全
国

で
も
最
大
級
の
大
き
さ
で

す
。
銅
鐸
が
発

見
さ
れ
た
地
域

で
は
弥
生
時
代

後
期
に
銅
鐸
を

使
用
し
た
祭
り

が
行
わ
れ
、
栄

え
て
い
た
こ
と

が
想
像
で
き
ま

す
。

　
な
ぜ
、
本
市

で
多
く
の
銅
鐸

▲堀山田の銅鐸▲椛の銅鐸
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～12/3木
田原市自主防災会一斉防災訓練

日本語スピーチコンテスト

12/3木～12/17木
縄文まつり

中部実業団対抗駅伝競走大会

12/17木～12/31木
冬のウォーキング

エコキャンドルづくり

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

※この番組表は有料広告として掲載しています
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や
同
課
事
務
室
で
紹
介
お
よ
び
、
メ
ー
ル

で
の
情
報
配
信（
要
申
込
み
）

【
手
数
料
な
ど
】
特
に
な
し

【
そ
の
他
】
手
続
き
に
必
要
な
書
類
作
成

は
営
農
支
援
課
が
補
助
し
ま
す

▼
営
農
支
援
課（
田
原
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
内
）☎
22‐１
１
２
６

●
農
用
地
利
用
集
積
事
業

　
農
地
の
保
全
や
集
積
を
目
的
に
し
た
制

度
で
す
。
契
約
が
簡
易
に
行
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。

・
賃
借
に
つ
い
て

　

農
地
の
貸
借
に
は
必
ず
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
で
す
。

　
口
約
束
で
農
地
の
貸
借
を
さ
れ
て
い
る
方

が
い
ま
す
が
、
補
助
金
な
ど
を
申
請
す
る

際
に
も
、
口
約
束
で
は
そ
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
証
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、何
か
問

題
が
起
き
た
場

合
に
自
分
の
権

利
を
主
張
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。

　

不
動
産
の
契

約
書
を
作
る
に
は

法
律
の
知
識
が

必
要
で
個
人
で
は

　　
大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
の
制
度
を

　
ご
存
じ
で
す
か
？
　

　
農
地
は
、
個
人
の
財
産
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
環
境
や
景
観
な
ど
の
た
め
に
も
次

世
代
へ
繋
い
で
い
き
た
い
大
切
な
地
域
資

源
で
も
あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、

農
地
の
保
全
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　
相
続
は
し
た
け
ど
農
業
は
営
ん
で
い
な

い
、
高
齢
の
た
め
農
業
を
廃
業
し
た
い
な

ど
、
せ
っ
か
く
の
財
産
の
活
用
に
悩
ん
で

い
る
方
は
、
以
下
の
制
度
が
利
用
で
き
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
一
度
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

●
農
地・園
芸
施
設
バ
ン
ク
制
度

　
貸
し
た
い
農
地
、
売
り
た
い
農
地
を
登

録
し
て
公
開
す
る
制
度
で
す
。
借
り
た
い

方・
買
い
た
い
方
を
探
す
た
め
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
対
象
の
土
地
】
市
内
の
農
地

【
登
録
方
法
】
営
農
支
援
課
に
農
地
バ
ン

ク
・
園
芸
バ
ン
ク
登
録
申
請
書
を
提
出

【
価
格
設
定
】
農
業
委
員
会
の
賃
借
料
情

報
を
参
考
に
し
て
農
地
所
有
者
が
決
定

【
農
地
情
報
の
閲
覧
】
営
農
支
援
課
Ｈ
Ｐ

63 令和 2 年 12 月

☎23-3519／FAX22-3817
 1001917

難
し
い
で
す
が
、
本
事
業
は
市
農
業
委
員

会
が
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
、
所
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で

良
く
、
契
約
書
の
文
面
を
自
分
で
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
土
地
を
貸
し
出
す
権
利
は
所
有
者
だ
け

に
あ
る
の
で
、
相
続
で
き
な
い
ま
ま
の
土
地

は
原
則
的
に
は
人
に
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
本
事
業
は
、
特
例
と
し
て
相

続
権
利
持
分
の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
の

同
意
が
あ
れ
ば
、
未
相
続
の
土
地
で
も
貸

し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

貸
す
人
、
借
り
る
人
、
双
方
の
権
利
と

義
務
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
き
ち
ん
と

し
た
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
手
順
】

①
農
用
地
利
用
集
積
計
画
申
出
書
を
作
成

※
借
り
手
貸
し
手
双
方
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
署
名
押
印
が
必
要
／
様
式

は
農
業
委
員
会
Ｈ
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

②
農
業
委
員
会
事
務
局
に
農
用
地
利
用
集

積
計
画
申
出
書
を
提
出

※
毎
月
25
日
締
切

③
翌
月
の
農
業
委
員
会
で
審
議
・
承
認

④
翌
々
月
１
日
か
ら
希
望
期
間
で
の
契
約

開
始

※
計
画
書（
契
約
書
に
代
わ
る
も
の
）は
双

方
に
発
送
／
契
約
期
間
は
原
則
年
単
位

で
契
約
は
自
動
更
新
さ
れ
ま
せ
ん
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イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

・
売
買
に
つ
い
て

　
通
常
の
不
動
産
の
売
買
手
続
き
は
複
雑

で
、
そ
の
売
却
で
得
た
金
額
は
そ
の
ま
ま

所
得
と
し
て
翌
年
の
所
得
税
な
ど
に
影
響

さ
れ
ま
す
が
、
本
事
業
で
の
売
買
で
は
所

有
権
移
転
登
記
ま
で
の
一
連
の
手
続
き
を

市
農
業
委
員
会
が
行
い
、
所
得
税
の
特
別

控
除
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
優
遇
措
置
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、通
常
の
農
地
法
の
許
可
よ
り

厳
し
い
要
件
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

度
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
要
件
】

売
れ
る
土
地：
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

区
域
内
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
で
４
５
０
㎡

以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど

買
え
る
方：
原
則
65
歳
未
満
の
方
で
耕
作

面
積
が
あ
っ
せ
ん
基
準
に
適
合
す
る
な
ど

水
稲
・
野
菜
・

畜
産
複
合

水
稲
野
菜
・

施
設
園
芸
複
合

水
稲
・
野
菜
複
合

施
設
園
芸
の
み

野
菜
の
み

経
営
形
態

0.5 0.9 1.0 0.5 1.2
面
積
（
ha
）

畑
の
表
土
の
流
出
を
防
止

し
ま
し
ょ
う

　

　
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
大
き
く

育
ち
、収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
作
物
を
育
て
る
元
と
な
る
畑
の

土
が
、
沿
道
に
こ
ぼ
れ
出
て
い
た
り
、
時

に
は
道
路
部
分
ま
で
作
物
が
植
え
ら
れ
て

い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
環
境
の
変
化
で
台
風
が
年
に
何

度
も
来
襲
し
た
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生

し
た
り
す
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
土
が
一

度
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
起
こ
り
や

す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
こ
ぼ
れ
出
た
土
を
放

置
し
て
お
く
と
、
ぬ
か
る
み
と
な
り
、
自

転
車
や
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
た
り
、
自

動
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
り
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
何
よ
り
、
こ
の
土
は
手
間
暇
を
か
け
て

作
っ
た
農
家
の
方
々
の
財
産
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
放
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
な
財
産

を
失
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
雨
の
少
な
い
こ
の
時
期
を
良
い
機
会
と

し
て
、
も
う
一
度
ご
自
分
の
畑
の
周
り
を

点
検
し
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
な

が
ら
表
土
の
流
出
を
防
止
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

●
畑
の
隅
ま
で
の
耕
作
は
避
け
る

●
法
面
の
除
草
剤
の
使
用
を
抑
え
、
特
に

道
路
側
な
ど
は
あ
る
程
度
草
を
残
す

※
草
丈
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
管
理
す
る

●
畑
の
中
で
の
勾
配
の
た
め
、
土
が
流
出

し
や
す
い
箇
所
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ

ネ
ル
や
土
嚢
袋
な
ど
で
土
留
め
を
行
う

●
側
溝
な
ど
に
た
ま
っ
た
土
は
適
宜
取
り

除
く

※
一
人
で
は
難
し
い
場
合
、
隣
り
合
っ
た

農
地
の
耕
作
者
に
声
を
掛
け
合
い
ま

し
ょ
う

　

自
分
の
農
地
は

自
分
で
守
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
、

ま
た
周
り
の
方
と

よ
り
良
い
関
係
を

作
る
た
め
お
互
い

に
気
を
配
り
、
皆

で
良
い
状
態
を
守

る
た
め
に
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
業
者
年
金
は
老
後
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

自
営
で
農
業
を
し
て
い
る
方
は
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
す
が
、
高
齢
社
会
を
迎

え
、
長
い
老
後
の
生
活
を
考
え
る
と
そ
れ

だ
け
で
は
不
安
が
あ
り
ま
す
。
農
業
者
年

金
は
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
年
金

を
受
給
で
き
る
、
農
家
の
た
め
の
年
金
制

度
で
す
。
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
農
業

者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

◆
メ
リ
ッ
ト

①
積
立
方
式
の
確
定
拠
出
型
だ
か
ら
、受

給
額
は
自
分
の
積
み
立
て
た
保
険
料

と
運
用
益
で
計
算
さ
れ
、加
入
者
や
受

給
者
の
人
数
に
影
響
を
受
け
ま
せ
ん

②
保
険
料
は
自
分
で
決
め
ら
れ
、
い
つ
で

も
見
直
せ
ま
す

③
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
、
80
歳
前
に
亡

く
な
っ
た
場
合
で
も
死
亡
一
時
金
が
遺

族
へ
支
払
わ
れ
ま
す

④
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
節
税
に
な
り

ま
す

⑤一定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、保
険
料
の

国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　　

詳
細
は
、
田
原

市
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
Ｊ
Ａ

愛
知
み
な
み
総
務
課

（
☎
34‐０
３
７
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 ●畑から流出した土砂
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田
原
市
消
防
本
部
と
三
河
海
上
保
安
署

は
、
船
舶
火
災
を
発
見
し
、
乗
組
員
を
救

助
し
た
と
し
て
、
小
中
山
町
の
漁
業
を
営

む
大
栄
丸
船
長
の
中
川
茂
さ
ん
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　
中
川
さ
ん
は
、
９
月
19
日（
土
）に
小
中

山
町
立
馬
崎
沖
合
で
煙
が
上
が
っ
て
い
る

漁
船
を
見
つ
け
現
場
へ
急
行
。
黒
煙
の
中

に
一
人
の
男
性
を
発
見
し
た
た
め
、
急
い

で
自
分
の
船
に
乗
り
移
ら
せ
救
助
し
ま
し

た
。
救
助
の
際
、「
周
辺
は
熱
く
、
燃
料

タ
ン
ク
に
燃
え
移
る
か
も
し
れ
な
い
」と

心
配
し
た
そ
う
で
す
が
、
中
川
さ
ん
の
迅

速
な
決
断
と
行
動
力
に
よ
っ
て
男
性
に

怪け

が我
は
な
く
、
無
事
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

冬
を
迎
え
る
と
、

火
を
取
り
扱
う
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時

季
と
な
り
ま
す
の
で

火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ゴ
ミ
の
屋
外
焼
却
は
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
適
切
な
処
分
を

お
願
い
し
ま
す
。

▪
火
災
予
防
の
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
場
所
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す

▪
火
災
予
防
の
３
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
火
災
が
小
さ
な
う
ち
に
消
す
た
め
の
消

火
器
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、

近
隣
の
方
と

の
協
力
体
制

を
作
る

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
法
に
よ

り
全
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
煙
を
感
知
す
る
と
音
や

音
声
で
警
報
を
発
し
て
火
災
を
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
火
事
を

　防
ぐ
あ
な
た
に

　金
メ
ダ
ル

消太

救子

冬
号

救
助
活
動
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

救
助
活
動
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

▲感謝状を受け取る中川さん（写真中央）

冬
の
火
災
に
ご
注
意
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
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イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

▪
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
は
？

　
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
は
、
自
分

の
家
庭
は
自
分

で
守
る
！
を
合

言
葉
に
、
家
庭

で
の
出
火
防
止

や
被
害
の
軽
減

を
図
る
こ
と
、

地
域
に
防
火
思

想
を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
は
、
仕
事
を
持
つ

主
婦
を
中
心
に
、
17
名（
10
月
１
日
現
在
）

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

▪
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
保
育
園
な
ど
で
の
花
火
指
導
や
高
齢
者

宅
の
防
火
点
検
な
ど
に
参
加
す
る
他
、自
己

啓
発
と
し
て
防
火
・
防
災
に
関
す
る
研
修

会
や
救
命
講
習
な
ど
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
身
近
な
存
在

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▪
参
加
で
き
る
日
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
け

ど
大
丈
夫
？

　
ク
ラ
ブ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
の
で
、

ご
都
合
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
参
加
で
き
ま

す
。
入
会
の
条
件
も
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
予
防
課
予
防
危
険
物

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
防
課
☎
23‐４
０
７
４

い
て
、条
件
を
満
た
し
た
も
の
を

勝
者
と
す
る
ゲ
ー
ム

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

②
熱
気
が
冷
め
き
ら
ず
残
っ
た
も

の
。○
○
○
で
火
を
通
す
。

④
気
体
の
圧
力

⑥
建
物
や
部
屋
な
ど
の
入
口
に
つ
け

ら
れ
、開
口
部
を
閉
じ
た
り
す
る

部
分

⑦
外
出
し
て
家
に
い
な
い
こ
と

⑧
眠
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
言
葉
を
発

す
る
こ
と
。○
○
○
を
言
う
。

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
25
日（
金
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え
　
オ
ツ
キ
ミ
】

（
応
募
総
数
26
通
中
、正
解
26
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
雪
を
固
め
て
作
ら
れ
る
だ
る
ま
の
形
を
し
た

雪
像

②
縦
帆
を
使
っ
た
小
型
の
帆
船

③
建
物
の
軒
下
や
岩
場
な
ど
か
ら
棒
状
に
伸
び

た
氷

⑤
25
マ
ス
に
番
号
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
用

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

④

⑤

⑧

⑦

⑥

② ③①

C

B

A

D

田
原
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◦女性防火クラブの皆さん

復刻版
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色の組み合わせを一生懸命考えながら
取り組んでいましたね。

じぶんの好きな色をえらん
でつくったよ。

 いろ　　　く　　　 あ　　　　　　　　いっしょうけん めいかんが

キャベツの葉をよく観察しながら丁寧に
描くことができましたね。

　　　　　　　は　　　　　　　かん さつ　　　　　　　　 てい ねい

評

中山保育園

岸上優衣 ちゃん（6歳）

中山保育園

荒木柑太くん（6歳）

クラウチングスタートか
ら走り出す瞬間をよく捉
え、躍動感あふれる作品
に仕上げています。

評淡い彩色が清々しい作
品にしています。シュー
ズの柔らかさや立体感が
よく表現できています。

評 福江中学校３年

伊藤葉祐くん

いろいろな絵の具をぬるの
がたのしかったよ。

福江中学校２年

太田 美妃 さん
　み　 さき

水彩画

 　　　    　  

針金彫刻

 か
評

  　　　　　　    　　　え　　　 ぐ  

　　　　    

か ん 　 た

小倉
佑介
先生

　　　 

  う　 　い

 

 　　　　　   　　　す　　　　　 いろ

  と　　　く

よう すけ

今月　納税・使用料の

金

固定資産税・都市計画税
（第３期分）

国民健康保険税
（第７期分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

12月25日納期限

12月25日
水道料・下水道使用料金

（10・11月分）

口座引落日

金

●人口と世帯数（令和2年11月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 31人 死亡 61人

転入 91人 転出 170人

増減 -109人

総人口 60,968人

男性 30,736人

女性 30,232人

世帯数 22,407世帯

※増減は10月中です

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

89.3%
（46,288千㎥）

令和2年11月18日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

◦
市

H
P

／
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp
N

o.863 令
和

2年
12月

号

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
カ
月
。

「
普
通
の
暮
ら
し
」と
は
何
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
し
た
。ま
だ
ま

だ
気
を
遣
う
生
活
が
続
き
そ
う
で
す

が
、力
を
合
わ
せ
て
こ
の
局
面
を
乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
H
）

【
表
紙
の
写
真
】セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
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